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資料

保育者の仕事の満足度に関連する要因

蘇 珍 伊1)

Factors Related to Job Satisfaction of the Childcare Worker

SO Jinyi

要 約

 本研究の 目的は、保育者の仕事の満足度に関連する要因について探索的に検討することである。調査対象は、中部大

学現代教育学研究所が2007年12月8日 に実施 した第4回 子育て支援研究会の参加者133人 である。調査方法は、質

問紙を用いた無記名の自記式調査であ り、有効 回収率は53.4%で あった。分析方法としては、記述統計量およびt検

定 を行った。分析の結果、保育者の仕事の満足度 と 「労働条件」「上司との関係」、「職場内のチームワーク」、「研修体

制」、「経験年数」、「所属機 関」が関連 していることが明らかになった。以上の結果か ら、保育者が 自分の仕事に満足感

を感 じなが ら働 けるように支援 していくためには、労働条件の改善、上司とのサポー ト関係の促進、職場内のチームワー

クの促進、研修体制の整備 を行 うことが重要であると考えられる。

キーワー ド:保 育者、仕事 の満足度、労働条件、対人関係

1.は じめ に

 少子化がますます進んでいる中、女性の社会進出、

核家族化などの社会環境の変化により、地域子育て

支援の充実が求め られている。そのため、地域子育

て支援の担い手である保育者への役割期待も高 くな

り、多様化 している保育ニーズに対応できる専門性

の高い保育者の確保が課題 となっている。質の高い

保育サービスを確保するためには、保育者が自分の

仕事に満足 し、資質の向上への意欲 と仕事の動機づ

けを高めてい くかが重要であると考えられる。

 産業組織心理学分野では、組織の生産性を高め、

組織管理のより効果的な遂行のために、また職員の

仕事意欲 を高めるために、仕事の動機づけや仕事の

満足に関する研究が行われてきた。働いている人に

とって職場は、1日 の生活時間の半分を過ごしてい

るところであり、職場での生活や自分の仕事に満足

することは、言 うまでもなく非常に重要である。担

1)中 部大学現代教育学部幼児教育学科

当 している職務 に熱心 に積極 的な意欲 をもって取 り

組 んでいる状 態は、それ 自体 が満足 で きる幸福 な状

態であ り、仕 事の強い動機 づけが維持 されるこ とは、

良い成果 をあげ、それ によって内発 的 ・外発的 な報

酬 を得 て職場 生活の満足 を得 る とい うメカニズ ムが

継続的 に作用 す るとされてい る(西 田1976)。 仕事

の満足 とは、「仕事 に対す る情緒的反応」で あ り(小

野1993)、 「仕事 に と もな って生 じる肯定 的な主観

的感情」である(井 手2000)。Locke(1976)は 、「仕

事の満足 は、個人の仕事の評価や仕事の経験 か ら得

られ る喜 ば しい感情、あ るい は肯定的 な感情 である」

と定義 してい る。 この よ うな仕 事 の満足 は、働 く

人 々の重 要 な感情 で あ るに も関 わ らず、保育 者 の

バ ー ンアウ トや業務ス トレス、離職意向の ような否

定 的 面 を扱 っ た研 究 は あ る もの の(小 林 ・ほ か

2006;磯 野 ・ほか2008;廣 川2008)、 保育者の仕事

の満足 に焦点 をあてた研究 は少 ない。保育者が 自分

の仕事 に満足感 を感 じなが ら働 ける ように支援 して

い くためには、保育者 の仕事 の満足 度に関連する要

因 を探 る必要が ある と考 え られる。 そ こで、本研 究
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では、仕事の満足に焦点を当てて保育者の仕事の満

足度に関連 している要因について探索的に検討する

ことを目的とする。

 なお、本研究は、2007年 度に中部大学現代教育学

研究所が行った第4回 子育て支援研究会の一環とし

て実施されたものであるため、調査対象者の選定に

おいて無作為抽出によるサンプリングではな く、研

修や仕事に熱心な人々への偏 りが予測される。この

ようなサ ンプリング上の限界があるため、本研究は

これか ら保育者の仕事の満足度に関する研究を進め

ていく上で参考にできる基礎資料としての位置づけ

に留めてお きたいと考える。

1.研 究方 法

1.調 査対象 と調査方法

 調査対象は、中部大学現代教育学研究所が2007

年12月8日 に実施 した第4回 子育て支援研究会の

参加者133人 である。調査方法は、質問紙を用いた

無記名の自記式調査であ り、研究会の開会前に配布

し、終了後回収 した。有効回収数は97票 、有効回収

率は53.4%で あった。

2 質問項 目

本調査で用いた質問項 目は、以下のようである。

 1)基 本属性

 回答者の基本属性 を把握するために、性別、年齢、

所持資格、担当クラス、経験年数、所属機関、職位

を設定した。

 2)独 立変数

 保育者 の仕事 の満足 度 に関連 す ると考 え られる要

因 として、 ヒューマ ン ・サー ビス従事者 の仕事 に関

す る先行研 究 を検討 して質 問項 目を選 び、「上司 と

の関係(3項 目)」、「同僚 との関係(3項 目)」、 「職

場内のチーム ワーク(3項 目)」、「労働条件(3項 目)」

「研修体制(3項 目)」 の5領 域 における15項 目を

設定 した(Herzberg 1966;冷 水 ・ほか1985;東 條 ・

ほか1985;中 野 ・ほか2000;笠 原2001)。 そ れぞ

れ質問項 目の内容 についてみる と、 「上司 との関係」

と 「同僚 との関係」は、上司 ・同僚 との関係 の良さ、

上司 ・同僚 との信頼 関係 、上 司 ・同僚 とのサ ポー ト

関係 を尋ね る項 目であ り、「職場内のチー ムワー ク」

は、職場内の人間関係 の良 さ、チー ムワー クの良 さ、

情 報共有 とコ ミュニ ケー シ ョンを尋 ね る項 目であ

る。 「労働条件」は、勤務時 間や体制、福利厚生、収

入 につ いての満足 を尋 ねる項 目であ り、「研 修体制」

は、職場内の研 修体制、 スーパ ー ビジ ョンの実施、

職場外での研 修機会 を尋 ねる項 目であ る。 回答選択

肢 は、「そ う思 わない(1点)」 ～ 「そ う思 う(5点)」

の5件 法 とし、5点 満点 で得点化 した。 また、 この

5つ の領域 の合 計 得点 を独 立 変数 と して用 い るた

め、信頼性係 数(Cronbachα)を 求め た ところ、

「上司 との関係 」が0.937、 「同僚 との関係」が0.918、

「職場内のチー ムワーク」が0.807、 「労働 条件 」が

0.7δb、1耕1疹1本市U」カ、U.b"/⊥ど、い丁才しもU.り 以上

の高い値 を示 したため、信頼性 を有 する と判 断 した。

なお、5つ の領域 の平均値 と分布 を確 認 した上でそ

れぞれ グループ化 し、高位群 と低位群 にわけた。

 3)従 属変数

 保育者の仕事の満足度を捉 えるため、「全体 とし

て自分の仕事に満足 している」の1項 目を設定した。

本研究の対象者が子育て研究会 の参加者 であるた

め、質問項 目をなるべ く少なくして仕事の全体的満

足度の1項 目尺度を使 うことにした(冷 水 ・ほか

1985;笠 原2001)。

 回答選択肢は、「そう思わない(1点)」 ～ 「そう

思う(5点)」 の5件 法 とし、5点 満点で得点化 した。

3.分 析方法

 保育者の仕事の満足度を把握するため、記述統計

量を算出した。次に保育者の仕事の満足度に関連す

る要因を明らかにするため、経験件数、独立変数と

して設定した5つ の領域の合計得点の高位群 と低位

群を、所属機関の公立保育園と私立保育園を、職位

の園長 ・主任 と一般保育士 ・教諭 を独立変数とし、

全体仕事の満足度の得点 を従属変数 とするt検 定を

行 った。分析 には、SPSS16.O for windowsを 用い

た。

4 倫理 的配慮

質問紙の依頼文に調査の趣旨、匿名性 とプライバ
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シーを遵守することを説明 し、調査協力を求めた。

また、回答者から同意 された場合のみ返信用BOX

にて回収することにした。なお、回収 された調杢票

をすべてデータ化 して回答者の匿名性が確保される

ようにした。

皿.結 果

1.回 答 者 の基 本 属 性

 回答 者 の基 本属 性 を表1に 示 す。回答者 の性 別

は、98.6%が 女性 であ り、平均 年齢は、36.3歳 であっ

た。 また、所持 資格(複 数 回答)に ついては、67人

(97.1%)の 人が保育士資格 を、53人(76.8%)の

人が幼稚 園教諭2種 免 許状 を所持 していた。担当ク

ラス は、3歳 ク ラスが21.1%で 最 も多 かった。平均

経験年数 は、11年0ヵ 月であ った。所属機 関の種類

について は、公立保育 園が57.1%で 最 も多 く、次に

私立保 育園が34.3%で あ り、保育園が9割 以上 を占

め ていた。 また、所属機 関 にお ける職位 は、一般保

育士 ・教諭が62.3%で 多 く、園長又 は主任 が30.4%

であった。

2.独 立 変 数 と従 属 変数 の記述 統 計 量

 独立変数 と従属変数 の記述統計量 を表2に 示 す。

設定 した独立変数15項 目の中、 「同僚 は仕事 をする

うえで協力 的である」が4.32点 と最 も高 く、次 に、

「私 と同僚 との関係 は よい」が4.31点 、「職場外 で

行 われている研修や勉強会 に参加す る機会があ る」

が4.27点 の順 で高かった。 その反面、「現在の収入

に満足 している」が2.69点 と最 も低 く、次に、「職

場 でスーパ ービジ ョンが計画的 に実施 されてい る」

が2.87点 、 「勤務 時間 ・勤務体制 に満足 してい る」

が2.94点 の順 で低 かった。す なわち、保育者 は、同

僚 と協力 的であ り、仲が 良い と思い、一方、収入 、

職場 でスーパ ー ビジ ョン、勤務 時間 ・体制 にはあ ま

り満足 していない ことが うかが えた。独立変数5つ

の領域 の合計得点 の平均値 をみ る と、 同僚 との関係

が4.29点 と上 司 との関係3.78点 より高いため、保

表1 回答者の基本属性 (n=71)

項目 カテゴリー N注1> %

性別
男性
女性

1 1.4

・: ・:・

    年齢

(平均年齢:36.3±ll.8歳)

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 以 上

27 39.7

13 19.1

15 22.1

13 19.1

保育士資格 あり
保育士資格 なし

67 97.1

2 2.9

所持資格
(複数回答)

幼稚園教諭1種 あ り  10 14.5

幼 稚 園教諭1種 な し  59 85.5

幼 稚 園教諭2種 あ り  5376.8

幼 稚 園教諭2種 な し  16 23.2

担 当 クラス

0～2歳

3歳

4歳

5歳

担 当クラスなし

10 14.1

15.21.1

12 16.9

・

28 39.4

      経 験年数

(平均年数:11年0ヶ 月 ±11年6ヶ 月)

10年 未満

10～30年 未満

30年 以上

31 46.3

・

10 14.9

所属機関

公立保育園
私立保育園
公立幼稚園
私立幼稚園

40 57.1

24 34.3

1 11

・ :・

職位
園長又は主任
一般保育士 ・教諭

その他

21 30.4

43 62.3

5 7.2

注1)各 項 目で欠損値がある者は除外しているため合計人数が異なる場合がある。
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表2 独立変数と従属変数の記述統計量 (n=71)

上司との関係

同僚との関係

職場内チームワーク

労働条件

研修体制

全体満足度

項目

私と上司との関係はよい
私と上司との間には信頼関係が成り立っている
上司は仕事について適切に指導監督してくれる

上司との関係の合計得点(3項 目)

私と同僚との関係はよい
私と同僚との問には信頼関係が成り立っている
同僚は仕事をするうえで協力的である

同僚との関係の合計得点(3項 目)

職場の人間関係 はよい

職場のチームワークはよい

情報共有 とコミュニケーションが十分にとれている

チームワークの合計得点(3項 目)

勤務時間 ・勤務体制に満足している
職場の福利厚生に満足している
現在の収入に満足している

脳 繍 久 粧 〆ハ,△.=k.旦 占 r{)丁 百 口 、
ノ./1陽り不1-「vノ ロ ロIl1丁,τマ、 ＼uつ ぺロ ノ

職場の研修体制は十分に整っている
職場でスーパービジョンが計画的に実施されている
職場外で行われている研修や勉強会に参加する機会がある

研修体制の合計得点(3項 目)

全体として自分の仕事に満足している

N

71

70

71

70

71

71

71

71

71

71

71

71

71

71

71

71

71

62

71

61

71

平均値

 :1

3.71

3.80

3.78注2)

4.31

4.24

4.32

4.29注2)

3.99

 .,

3.46

3.78注2)

2.94

3.11

2.69

2.91注2)

3.56

2.87

4.27

3.90注2)

3.72

SD

1.09

 1:

1.06

1.02注2)

0.71

0.69

0.79

0.68'」 三2>

0.93

0.93

0.94

0.79注2)

1.25

0.96

1.20

0.96注2)

1.12

0.93

0.84

0.55注2)

0.90

注2)各 変数の合計得点の平均値と標準偏差を項目数で除したものである。

育者は、上司 よ り同僚 との友好 な関係 を築いてい る

と感 じてい ることが うかがえた。一方5つ の領域 の

合計得 点の平均値 にお いて も労働条 件が2.91点 と

最 も低い値 を示 した。最後 に保 育者 の仕事の満足 度

は、3.72点 であった。

表3 保育者の仕事の満足度に関連する要因

項目

経験年数

所属機関

職位

上司との関係

3.保 育 者 の仕 事 の満 足 度 に 関連 す る要 因

 保育者 の仕事の満足度 に関連す る要 因を明 らか に

す るため にt検 定 を行 った結 果、「労働 条件(t=

-4 .421)」 が0.1%水 準で有意 な関連 を示 し、次 に

「上司 との関係(t=-2.777)」 、「職場内のチ ーム

ワーク(t=-3.643)」 が1%水 準 で有意 な関連 を

示 した。「研 修体制(t=-2.186)」 、「経験年 数(t

=-2 .482)」、「所属機 関(t=2.312)」 が5%水 準

で有意な関連 を示 した。す なわち、労働条件 に満足

している人であるほ ど、上 司 との関係 が よい人であ

るほど、職場 内のチームワークが うま くとれてい る

と思 う人であるほ ど、 また研修体 制が良い と思 う人

であるほ ど、全体 として 自分 の仕事 に満足 してい る

こ とが うかが えた。それ に経 験年数が長い人 ほど、

そ して所 属機関が私立保育園の人 よ り公立保育園の

同僚との関係

職場 内のチームワーク

労働条件

研修体制

t値

一G
.4gG

2.312*

1.956

一2
.777**

 :1

一3
.643**

一4
.421***

一2
.186*

*p<
.05,**p<.Ol,***p<.001

人のほうが全体 として自分の仕事に満足 していると

いえる。

N.考 察

 保育者の仕事の満足度に関連する要因について考

察する。分析の結果、「労働条件」は、保育者の仕事

の満足度と最 も強い関連を示 した要因であった。労

働条件は、 ヒューマン ・サービス従事者の動機づけ
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および仕事の満足のような肯定的面だけではなく、

バーンアウ トや離職意向のような否定的面にも最も

強 く影響を与える要因である。このことは、保育者

が働きやすい効率的な勤務体制や福利厚生、収入へ

の満足 は、全体的仕事の満足度へつながるが、労働

条件に満足 していない場合 には、バーンアウ トや離

職へつながりやすいことを意味する。したがって、勤

務日や勤務時間の割 り当てを工夫した り、給与や手当

などを充実させる配慮が必要であると考えられる。

 次に、「上司 との関係」は、保育者の仕事の満足度

と1%水 準で関連が示 された。多 くの研究において

対人関係が仕事や職場生活 に及ぼす影響が大きいと

報告されているため(阿 部2007)、 人間との関わり

に焦点をあてた要因として 「上司 との関係」「同僚 と

の関係」「職場内のチームワーク」の3つ の変数を設

定したが、本研究の結果では、「同僚との関係」は平

均値は最 も高いにもかかわらず、保育者の仕事の満

足度との関連は示されなかった。 ヒューマン ・サー

ビス従事者の仕事の満足度の先行研究においても同

僚 との関係 より上司との関係が強く関連 している結

果であったが、これ は上司の リーダーシップやサ

ボ`.ト の効果 を重視 した先行研究を支持 している

(宇良 ・ほか1995;久 保1999)。 上司は、業務にお

ける指示や命令 をするだけではなく、保育者個々人

が 自信を持って積極的に保育業務に取 り組み、優れ

たチームワークが行 われるように支援 しなければな

らないため、上司の役割は大 きいといえる。した

がって、上司からの指導 ・監督的なサポー ト関係に

よって保育の知識や技術を発揮することができ、仕

事の満足感を感 じられると考える。職場内のチーム

ワークに関しても職場の人間関係の良さや保育者同

士の情報共有は仕事の満足度に関連 していることが

うかがえた。小林 ら(2006)が 個人的達成感を維持

するには、保育士の働 きや成果を可視化し、他の職

員 との情報共有 を図ることが重要である指摘 してい

るように、職場内でチームワークがよく取れて情報

共有および円滑なコミュニケーションを図ることに

より保育者の仕事の満足度を高めることができると

考えられる。

 次に、「研修体制」は保育者の仕事の満足度と5%

水準で関連が示 された。改訂保育所保育指針におい

ても保育所は、質の高い保育を展開するため、絶え

ず、一人ひとりの職員についての資質向上および職

員全体性の専門性の向上を図るように努めなければ

ならない。このような現状では、職場における研修

体制を整えることは当然な課題であり、その研修体

制が うまく機能することにより保育者の資質向上を

図ることになり、仕事の満足度につながると考えら

れる。

 最後に基本属性の中では、保育者の仕事の満足度

と、「経験年数」「所属機関」との関連が示 された。

経験年数が長い保育者は、子どもや保護者との関わ

り方が上手になり、自分の仕事ぶ りに満足できるよ

うになると考える。阿部(2007)も 保育士が経験を

重ねることで保育活動に対する知識と能力が熟達 し

ていくと述べてお り、また職場内でも経験に応 じて

職責を与えられ、新人職員や実習生の指導に携わる

機会が増えた り、職員間でのリーダー的役割を期待

されることが多 くなり、自分の能力を発揮 したり、

業務遂行の達成感を感じることにより、仕事に満足

しやす くなると考えられる。本研究から保育者の仕

事の満足度に関連を示 した要因の中で最 も興味深い

結果を取 り上げると所属機関との関連である。調査

対象者の所属機関がほとんど保育園であったため、

公立保育園と私立保育園の保育者の仕事の満足度に

違いがあるのかをみるために、所属機関を独立変数

として投入 した。5%水 準の弱い相関であるが、私

立保育園に所属 している保育者 より公立保育園に所

属している保育者の方が仕事の満足度が高い結果で

あった。小林 ら(2008)は 、「保育士のバーンアウ ト

に関連しているのは、保育という職業の本質に対す

る自信の低 さではな く、変革期 にある保育業界の持

つ不確定さへの不安であるかもしれない」 と述べて

お り、このような考察 を本研究の結果に照 らし合わ

せて考えると、仕事に関する安定感が仕事の満足度

に影響 を与えることが考えられる。つまり、保育者

にとっては、私立保育園より公立保育園の方がより

安定した職場であ り、保育業界の持つ不確定 さへの

不安が少ないかもれない。

V.お わ り に

 本研究では、保育者の仕事の満足度に関連 してい

る要因について探索的に検討 した。保育者の仕事の
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満足度には、「労働条件」「上司との関係」、「職場内

のチームワーク」、「研修体制」、「経験年数」、「所属

機関」が関連 していることが明らかになった。以上

の結果から、保育者が自分の仕事に満足感を感じな

が ら働けるように支援してい くためには、労働条件

の改善、上司とのサポー ト関係の促進、職場内のチー

ムワークの促進、研修体制の整備 を行 うことが重要

であると考えられる。

 最後に本研究の限界と課題を述べる。本研究は、

サンプリングの限界か ら本研究の結果を保育者全体

に一般化できない限界がある。また、本研究で行っ

た分析方法では、因果関係の解明ができない限界が

ある。今後このような限界を克服できる精緻な研究

設計を立てて実証的研究を積み重ねてい くことが今

後の研究課題であると考えられる。

※本調査 に協力 して くださった第4回 子育て支援研

究会の参加者の皆 さまに心か らお礼を申し上げま

す。
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